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写真-1風車の全体写真 図-1風車と測風塔の位置

では測候所と風力発電所の両方を解析領域とするため、長

さが 8 kmの正方形領域を解析領域として設定し、それを外

接する円を内接させる正方形領域を全体の対象領域とする。

また、対象領域の上流側に、対象領域と同等の正方形の付

加領域を設け、周囲には緩衝領域を設定した。風況予測の

対象領域中心の矩形領域は、風力発電所近傍の風況を精度

良く予測するため、最も細かいメッシュを設定ヒ́、その間

隔は、50m(鉛直は、5m)と した。mscoTの解析格刊ま、不等

間隔格子であり、最小メッシュの1.2倍の拡大率Q緊 1に
向かって格子間隔が大きくなっている。これを各風向で設

定し、解析を行った。

解析対象領域 解析中心
(8km× 8klll)  (最 小メッシュ間隔50m)

図-5 MASCOTの解析領域の概念図

4.解析結果
4.1 風力発電所の風況

風力発電所の風況解析結果を図 6～9に示すЭ図 6は、

風力発む こヽおける水羽風速予測値 (水平成分 :ν)を正規化

するために、解析領域上流に入力した水平風速 (水平成分 :

")分
布で除したものを示す。また、図-7は、鉛直風速予測

値 (鉛直成分 :″)を正馳ヒするために、解析領域上流に入

力した水平風速 (水平成分 :ν)分布で除したものを示すЭ

:全体的に水平成分ι′の減少が激しい北風lN)について考察

する。水平成分 zィ については、入力風向に対して風速が逆

方向になる。また、多合直成分 wはほとんど出現しない。こ
れは、風力発電所上流の三原山による地形効果を受けて風

が山頂付近で剥離し、風速が減少したためと考えられる。

これは、北方向の風全般 (北東 :NE,北西 :NW)に言え、

図 8に示す北風による風速ベクトルとコンター図で確認で

きる。

出現頻度の比較的高い南西風 (SW)は 、ナセル地点

缶副 .ml)で水平成分ι′の増速効果が大きい。また、鉛直成

分 Fも、他方位と比較すると大きいcこれは、南西からの
風が、地形効果によって、斜面に沿つて増速していること

を示しており、図 9の南西風による風速ベクトルとコンタ
ー図でも確認できる。他の風向に関しては、水平成分,鉛
直成分ともに、大きな変イロま見られない。
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図-3測風塔での
風速頻度分布

3.風況予測モデルの概要
非線形風況予測モデル llASCOTは、質量および運動到呆存

の法則を満足する有限体積法を用い、舌L流モデルとしてカー

[モデルを用いることにより平均風速場のみならず剥離を

含む複雑流れ場の変動風速の標準偏差を予測することが可

能である。また、このモデルを用いれば、ある 1地点にお

いて実測された風況から、検討対象地点の風況と風力発電

量を予測することができる。 したがって、気象台など周囲
の風況データをもとに風車設置位置の選定に利用できる。

MSCOTの解析フローを図-4に示九

・序励影       Ⅲ配兄観則鯨 ,予則     明お兄観頻|ドウ
・土地利魔芦汐     対象地点の位置・高さ      ・リコ陣性育ばパ「升サ■功

▼

・角鞠玲雖非村の副兄平均風速・舌レ的

▼

・風況観測地点蜻 贄1地点の,■兄

▼

ザ再則

… “

fも墓
ザ再則太陽む山点銃 嘩婚蒙爾則

り酪証須じJ抒演|にデノズMANい )

図-4 MASCOTの 解 析 フロー

1呵 5は、皿SCOTの解析領域の概念を示している。本検討
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4.3 風況予演1モデルの検証

風車ナセル高さにおける風速を予測し、実測値との比較

を行った その結果を図-12、 13にも 、

図-12(1)、 (2)は、2000年 4月 から2003年 3月 まで 3年

間の風車ナセル高さでの実測月平均風速と、予測月平均風

速を日寺系夕Jで比較したものである。また、図-13は、実測値

と予測値の散布図と回帰式を示している。これらの図から、

3年間の実剛直/予測値の平均は 0。 98であり、剣 晰直と予測

値の相関係数は 0。 93となった

このことから、急峻な地形に対し、比較的離れた地′点の

風況データを用いても、mxoTの平均風速の予測精度は高
く、その有用性を確認できた

'00.7   10010   '01.1    101.4

(1)ЮO年 4月 ～Юl年 9月

5.まとめ
非線形風況予測モデル mXOTを利用して、風力発電所に
おける風況シミュレーションを実施し、平均風速の予測値

と実測値との比較によリモデルの検証を行つた。その結果

を以下に示す。

1)風力発電所近傍の風況のうち北風は、三原山の影響を
強く受け減速する。南西風はナセル付近で増速する。

2)測候所の風況のうち南東風は、地形による風速の減少
が大きい。しかし、出現頻度がわずかなため、風況予

測への影響は小さし、

3)風観測地点と風車設置位置が約 6 km離れ、標高差が
700mある急峻な地形において、予測値と扶叡唯 とを比

較した。この結果、平均風速の予測誤差は2%で、相関

係数は 0。 93であり、llASCOTの有用性を確認できた
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図-12風車ナセル高さ実測値と予測値との比較

ッ =0.9737χ

R2=0.8683

0.0    0.5     1.0     1.5    2.0

観測期間平均風速で
無次元化した予測値

図-13風車ナセル高さ実測値と予測値との相関
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